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correlated.（2）When the levels of implicit and explicit self-esteemare inconsistent, thedepression
levelwouldbehigherthanwhentheyareconsistent.Previousstudieshavereportedthatwhenthe
levelsofimplicitandexplicitself-esteemareinconsistent,peoplearemotivatedtosolvetheinconsis-
tency.The development of socialmaladjustmentwas expected as a consequence.The results sup-
portedHypothesis（1）whereasHypothesis（2）wasnotproven tobe true.Thisresultmighthave




























































































































































　 １ ）紙筆版 IAT
　潜在的自尊心を測定するために使用した。






























先行研究（谷，200１；佐久間 ・ 無藤2003；田中 ・ 上地 ・
市村，2003）では、内的整合性の観点より、１0項目よ
りも項目番号 8 を除去した 9 項目による測定法が、高
い内的一貫性を有することが確認されている。
２ ．記述統計量と各尺度の相関関係
　記述統計量は Table １ に示されている。各尺度のす
べての項目において天井効果およびフロア効果は認め























































Table １ 　記述統計量（N ＝２6３）
最小値 最大値 M SD
適応感尺度 43 １25 98.75 １5.75
完全主義尺度 24 １１4 73.75 １4.63
主観的幸福感尺度 １5 48 32.59 5.79
SDS 24 73 44.62 8.63
顕在的自尊心 9 45 26.69 7.55
潜在的自尊心 －9.0 １5.5 5.02 4.38
Table ２ 　各尺度の相関関係
適応感尺度 完全主義尺度 主観的幸福感尺度 SDS 顕在的自尊心
完全主義尺度 －.24**
主観的幸福感尺度 .74** －.25**
SDS －.68** .3１** －.70**
顕在的自尊心 .60** －.22** .73** －.69**















果は Table 4 に示されている。有意な結果が得られた
ので、HSD 法による多重比較を行ったところ、適応感
尺度においては、HH 群は HL 群と LL 群より高く、
HL 群は LH 群より低く、LH 群は LL 群より高いとい
う結果を示した。主観的幸福感尺度では、HH 群は HL
群と LL 群より高く、HL 群は LH 群より低く、LH 群
は LL 群より高いという結果が得られた。SDS におい
ては、HH 群は HL 群と LL 群より低く、HL 群は LH






と言える。仮説 2 から想定される結果として、HL 群




















Table ３ 　男女別の平均値と SD および t 検定の結果
男性（N＝72） 女性（N＝１9１）
M SD M SD t 値
適応感尺度 93.33 １8.89 １00.79 １3.96 3.49**
完全主義尺度 74.79 １5.66 73.36 １4.25 .68
主観的幸福感尺度 30.78 6.93 33.27 5.１5 3.１6**
SDS 45.28 9.09 44.37 8.46 .74
顕在的自尊心 6.67 8.29 26.70 7.27 .03
潜在的自尊心 5.49 4.52 4.84 4.33 １.05
**p<.0１
Table ４ 　 ４ 群の平均値と SD および F 値
HH 群 HL 群 LH 群 LL 群 F 値
（N＝4１） （N＝35） （N＝28） （N＝4１） df＝2260
M SD M SD M SD M SD
適応感尺度 １09.76 １8.１7 84.80 2１.27 １08.75 １9.20 84.90 １3.１１ 22.47***
完全主義尺度 72.49 １5.93 79.00 １5.06 68.89 １2.１0 74.95 １5.59  2.59
主観的幸福感尺度 36.07 3.57 28.26 5.27 37.96 4.67 28.46 4.63 43.04***



















































































には、入学 ・ 進学して環境が変わる 5 月の調査を
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本研究は、大学生を対象として紙筆版 IAT の実験調査と、質問紙調査を実施した。仮説 １ として「潜在
的自尊心と顕在的自尊心は独立しており、無相関である」、仮説 2 として「潜在的自尊心と顕在的自尊心
の高低が不一致な場合は、一致する場合よりも抑うつ度が高くなる傾向がある」という 2 点の仮説を立
てて検証した。分析の結果、仮説 １ は支持されたが、仮説 2 は支持されなかった。その要因については、
調査対象者の問題等が考えられた。
キーワード：紙筆版 IAT、潜在的自尊心、顕在的自尊心
